
実り多き１年に感謝、良いお年をお過ごしください！

「ぼくがブラジル人の抱く日本人への
固い印象を打ち破るように努力します。」
リオタイム発表会で、彗人さんは連邦

大学生にインタビューしたことをまとめ
ました。「日本人＝固い・厳しい」と受
け止められていることに対する解決策を
問われ、上記のように答えました。
表面的の事ではなく、「世界の架け橋」
として、次代を担う決意が込められ「よ
くぞ言った！」とほめました。
子どもたちは、様々な教育活動を通し

て、確実に大きく成長しています。認め、
励まし、自立の力を養い、子どもたちの
成長をこれからも支えてまいります。
この１年、保護者の皆様のご理解とご

協力に感謝いたします。新年からも日々
怠ることなく丁寧な教育活動を続けてま
いります。

〇 リオタイム発表会 ～深い学び～
１２月３日（火）、総合的学習・生活科の

成果発表会を行いました。
「ブラジルについて学ぼう」のテーマで、

各自が知りたいことをまとめ、仕上げに先
日調理実習（ブリガデーロ・フェイジョン）
で体験したことを発表しました。
生活科は身の回りの観察から学校に生え

る「ボルド」が胃薬になると知り、ドリン
ク作成・試飲・感想をまとめました。
どの発表もプレゼン力を身に着けた大変

すばらしいものでした。

＜終業式校長講話より １２月６日＞
２学期を振り返るとたくさんの行事があり、

たくさんの方々と触れ合うことができました。
「みんなと一緒に楽しむ」ことを目標に、

皆さん自身も大変よくがんばり、大きく成長
できました。支えてくれた両親、リオ日学の
先生・スタッフの皆さんに「感謝」です。
皆さんは「夢」がありますか。まだ見つか

らない、これから見つけるという人もいます。
「夢は持つべきか」について話します。７月、
私はポーランドのアウシュビッツという街を
旅しました。１９４０年、ドイツのヒトラー
によって収容所が建てられ、ユダヤ人が強制
的に連行され、女・子ども・年寄り・働けな
い男を先にガス室へ送って虐殺し、その数は
およそ１２０万人と言われています。
１９４５年、ドイツは戦争に負け、ソ連に

よって収容所は解放されます。その時の生存
者は７５００人でしたが、病院に搬送された
後、多くの人がそこで亡くなってしまいす。
せっかく助かったのになぜでしょう。今回の
ガイドをしてくださったアニアさん（地元英
語教師）は、このように答えました。
「生きるための希望と夢を抱くことができず、
生きる気力を失ってしまった」。
「夢をこれから見つける」という考え方は

その通りでも良いですが、アニアさんと会っ
てから少し変わりました。今描くことのでき
る夢があれば、それが「生きる力」になるの
です。図書室に『アンネの日記』という本が
あります。ユダヤ人・１３歳のアンネはオラ
ンダ・アムステルダムで家族と隠家に住み、
ナチスドイツから逃れます。その時アンネが
書いた日記が残され世界中で読まれています。
「つまらない人間で一生を終わりはしません。
きっと世の中のため、人類のために働いてみ
せます」「なによりもまず勇気と、そして明朗
な精神が必要」「無目的に、惰性で生きたくは
ありません。周囲のみんなの役に立つ、ある
いはみんなに喜びを与える存在でありたい。
私の望みは、死んでからも尚生き続けること」
夢を抱き日記を綴ったからこそ、隠家の暮

らしに耐えることができました、残念ながら
隠家は密告され、アンネはアウシュビッツか
らベルゼンに移送され亡くなってしまいます。
アニアさんはお父様からアウシュビッツの

惨状を聞かされ、この悲しみを伝えるために
定期的に勉強会を開いているそうです。彼女
は最後に「今日見たことを忘れず生きる希望
と夢を大切に過ごしてください」と話され、
私は涙がこぼれそうになりました。
２０２４年が終わります。この1年、平和で

穏やかに暮らせていることに感謝しましょう。
「夢は持つべきか？」１年の計は元旦にあり。
自分の答えが見つかりますように。
たつ年からへび年へ変わります。良い夏休み
をお過ごしください。
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〇「聴く」ことは、気持ちがいい ！ 〇 フレンドタイム ～ 熱い頭脳戦 ～
～ 全校朝会・教員の話より ～ １１月２８日（木）、

私事ですが、G20の連休を利用して、クリチバ 中学部主催のフレンド
補習授業校を訪問し、１４人の子どもたちに出前 タイムを行いました。
授業をしました。「命をいただき感謝する」ことに Pique-bandeiraとい
ついて『もうじきたべられるぼく』の絵本を読み うブラジルの集団遊び
聞かせながらお話ししました（先月の全校朝会校 で、前回の玉合戦に似
長講話を活用）。子どもたちは、平日はインター校 た陣取りゲームです。
に通い、土曜のみ補習校で国語・算数の勉強をす ２チームに別れて、
るので、このようなお話を聴く機会はありません。 相手の陣地に置かれた
しっかり聴いてくれる熱いまなざし、私の問い ボールを奪って自分の陣地に持ち込めば勝ちと

かけに真っすぐな思いで答える姿勢から、子ども なります。「攻撃は最大の防御」or「守りが要」
たちは、常に見たい・知りたい・聴きたい願いに なのか、お互いの個性が発揮されます。結果は
あふれ、私たち大人は、お話を聴く喜びを身近に 攻撃に出たスキに守りが手薄になった間隙を突
用意し、その思いを満たしてあげることが大切で いたチームの勝ち。久しぶりに私も熱くなって
あると感じました。 守りを頑張ったら、膝が痛くなりました・・。
２カ月に一度の全校朝会で、リオ日学の教員が

順番に自分の専門分野や興味のあることを題材に、 〇 おいしいみそ汁 ～ おかわり何杯？ ～
子どもたちに話をします。毎回、先生方の工夫さ
れた個性あふれる話に引き込まれます。お話を通
して子どもたちは、他者の思いを受け止め、自分
の考えをまとめ、その考えを伝え合える力を身に
着けます。この話をきっかけに子どもたちの豊か
な人生が広がることを願います。
以下、教員の話の抜粋です。

＜１０/ 1 白砂先生「なぜ？違いを感じて」＞
「語先後礼」という言葉

を知っていますか？あいさ
つをしてからお辞儀をする
ことで、正しいあいさつの
マナーです。これから心が
けましょう。
「日本では、太陽はどこ

から昇って、どこに沈みま
すか」。東から昇って、南の空を通って、西に沈む
と習います。小３は観察したと聞きますが、リオ
は「北」の空を通ります。お月様には何が見えま １１月２９日（金）、小学部３年理科・２年
すか？日本はウサギですが、南欧はカニ、アラビ 生活科で植えたヘチマが収穫できました。芽→
アはライオンだそうです。月の形はどうでしょう。 ふた葉→つる→開花→結実と見守り、学期末で
形は同じなのですが、実は向きが逆なのです。理 このままタワシにするか、沖縄の伝統的みそ汁
科（科学）は私たちのくらしそのものです。ふだ ナーベラ汁にするか、みんなの意見はみそ汁！
んの生活に「なぜ？」がたくさんあふれています。 でした。収穫の儀式、「ピーラーで皮をむく、
日本とリオの違いに「なぜ？」を感じて、たくさ 包丁で輪切りにする、ガスの火加減を調整する、
ん見つけてください。みなさんの生活がきっと豊 お出汁とワカメを入れる」の実技を体験し、完
かになります。 成したみそ汁と一緒にお弁当を味わいます。

他学年の子どもたち・先生方にもおすそ分け
＜１２/２ 佐藤先生「１年を漢字で表すと」＞ して喜んでもらえました。

１２月といえば何を思い さてお味は！？「しあわせ！ほんとうにおい
浮かべますか？クリスマス しい、何杯でもおかわりできる」。うれしい声
・年越しそば・紅白歌合戦 が聞こえます。私が自宅から持ってきたアオサ
・・・『今年の漢字』です。 もトッピングすると、深みが増し、３杯食べた
京都・清水寺で毎年１２月 仲間もいました。収穫に感謝です。
１２日に漢検協会が１年を
象徴する漢字を発表し、昨 ＜戦火やむ平和な世の中を願う＞
年は「税」でした。教室で ７月にアウシュビッツを訪問した時のガイド・アニア

今年は何の漢字になるか予 さんは、アウシュビッツの悲劇を間近に見たお父様から

想しながら、自分の漢字を２・３年生に考えても 惨状を聴き、語り継いでいく決意をしました。「生きる希
らいました。さくら＝楽（サンホセ日学・さちほ 望と夢を抱き、果たせなかった人の分までしっかり生き

さんとの交流が楽しかった）、莞菜＝夢（夢を叶え る」、アニアさんだからこその熱いメッセージは、ガツン

て幸せになる）、加奈＝花（理科で育てたヒマワリ と心に響き、一緒に旅した長女も同じことを感じました。

が咲いた）、綾音＝糸（交流からいろいろなつなが その後、ドイツ・ベルリンを訪れると、ホロコースト
りがあった）でした。私は「新」です。リオに来 記念碑やベルリンの壁に人間の犯した罪の深さを感じ、

て皆に会えたこと、来年も新たにチャレンジした 折しも地下鉄駅前でパレスチナ問題の抗議デモが開かれ

いことからこの字を選びました。 ていました。

間もなく１年が終わりますが、今年を振り返り、 戦火やむ平和な世の中を願う思いは世界共通のはずで

あなたの漢字は何だろうと考えてみてください。 す。新しい１年が平和な世の中となることを祈ります。


